
シラバス 

学年 単位数 科目名 必修・選択 対象学科 

2年 2単位 ソフトウェア 選択 電気科 

 

１．科目「ソフトウェア」について 

学習の到達目標 

(1) コンピュータのソフトウェアについてシステムウェアとプログラミングツー

ルを踏まえて理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。 

(2) コンピュータのソフトウェアに関する課題を発見し，技術者として科学的な

根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。 

(3) コンピュータのソフトウェアを開発する力の向上を目指して自ら学び，情報

技術の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

使用教科書 実教出版 ソフトウェア技術 

 

２．科目全体の評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的取り組む態度 

ソフトウェアを扱ううえで必

要なハードウェアに関する基礎

的な知識をもち、さまざまな OS

やサービスプログラムやアプリ

ケーションソフトウェアの特徴

や働きを理解し、目的とする処

理を適切に行えるソフトウェア

を選択し利用することができる

能力と知識を身に付けている。 

コンピュータにおけるソフト

ウェアとハードウェアの役割を

認識し、問題解決や処理のため

にどのような OSやアプリケーシ

ョンソフトウェアを利用したら

よいかを判断し、適切なソフト

ウェアを利用して処理を行える

実践的な能力を身に付けてい

る。 

コンピュータにおけるソフト

ウェアに興味・関心を持ち、また

OS をはじめとするいろいろな種

類のソフトウェアについて学習

する意欲を持ち、実際にそれら

のソフトウェアを活用しよう

と、意欲的に学習に取り組んで

いる。 

・基本問題 

・定期テスト 

・応用問題 

・発表 

・振り返り文（感想） 

・自己評価 

・提出物 

・学習態度 

 

３．評価の方法 

 評価の割合は、内規によるものとし達成度をもって評定へ総括する。 

 

観点別学習状況の表記区分についても、内規によるものとし知識・技能、思考力・判断力・表現力、主

体的に学習に取り組む態度の３区分を、学期ごとでは３段階で評価し、学年末には５段階として評価す

る。 

 

 



４．年間指導計画 
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オリエンテーション 

 

 

 

 

第１章 

ソフトウェアの基礎 

１ソフトウェアの重要性 

 

２ソフトウェアの分類 

 

 

 

 

３コンピュータシステム

の処理形態 

 

 

 

第２章 

オペレーティングシステ

ム 

１ＯＳの概要 

 

２ＯＳの機能 

 

 

 コンピュータを運用し活用する為に必要となる

ソフトウェア、オペレーティングシステムやセキ

ュリティに関する知識と技術を習得させ実際に

活用させる能力と態度を育てる 

 

  ソフトウェアの概念とその基礎的な事柄・役

割・機能，ソフトウェアの違いによる位置づけな

どについて理解させる 

 

ソフトウェアの分類方法を説明し，システムソ

フトウェア・プログラミングツール・アプリケー

ションソフトウェアの違いを理解させ，それぞれ

どのようなソフトウェアが含まれるかを理解さ

せる。 

コンピュータシステムの処理形態や利用形態

にはどのようなものがあるか理解させ，それぞれ

の特徴を理解させる。また，最新のコンピュータ

システムに興味をもたせる。 

 

OSの働きおよび目的やその構成を理解させる。

また，OSの中核である制御プログラムの働きにつ

いて理解させる。 

OSの基本的な働きについて理解する。 

すべての OS に共通する次の五つの目的を理解

させる。 

①資源の有効利用とは何か理解させる。 

②パフォーマンスの向上の必要性を理解させる。 

③RASIS が何を意味しているかを理解させる。 

④プログラム開発支援の方法を理解させる。 

⑤操作性や互換性の向上の意義を理解させる。 

授業態度 

課題の取組 

発表 

提出物 
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 第３章  

ソフトウェアの管理 

1インストールと環境整 

備 

  

OSの導入と操作・運用にあたっての保守・管理

について理解させる。 

コンピュータの利用目的に合ったOSを選択し，

正しく動作させるために必要な作業について理

解させる。具体的には以下の通りである。 

授業態度 

課題の取組 

発表 

提出物 
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2 小規模ネットワークの

編成 

 

 

 

 

 

3セキュリティ管理 

 

 

 

4障害管理 

 

 

 

第４章  

情報セキュリティ 

1 情報セキュリティの基

礎 

2情報セキュリティ技術 

3情報に関する法規 

コンピュータシステムを構成するハードウェ

アについて理解させる。 

OS のインストールと初期設定の方法を理解さ

せ，実際に行えるようにする。 

周辺装置を使えるようにし，正しい OSの起動・

終了を理解させる。 

セキュリティの基本である，OS・ソフトウェア

のアップデート，アクセス管理，暗号化について

基本を理解させる。 

ネットワークセキュリティの基本であるファ

イアウォールなどについて理解させる。 

障害の発生を防ぐためには，システムの運用状

況を監視する必要があることを理解させる。 

障害が生じたとき，障害情報の収集を行い，障

害回復するための方法を理解させる。 

バックアップの必要性と重要性を理解させる。 

 

情報セキュリティの信頼性の向上と安全対策

のための，情報セキュリティ技術および情報に関

する法律や規格について理解させる。 

 

 

 

授業態度 

課題の取組 

発表 

提出物 
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5 章 ソフトウェアパッ

ケージの運用 

 

1 ソフトウェアパッケー

ジ 

 

 

 

 

 2 アプリケーションパ

ッケージ 

 

 

 

 

 

文書処理や表計算など，実際に市販されているソ

フトウェアパッケージを活用する方法を学習さ

せる。 

ソフトウェアパッケージの分類を説明し，ソフ

トウェアパッケージの特徴を理解させる。 

ソフトウェアパッケージには，一般的な事務処

理用，グループウェア，業務処理用などの種類が

あるかを説明し，それぞれどのような特徴がある

ことを理解させる。 

業務処理用ソフトウェアについてその特徴と，

代表的なソフトウェアの種類を理解させる。ま

た，それらがどのような業務で利用されているか

理解させる。 

アプリケーションパッケージの種類と用途に

ついて理解させ，文書処理・表計算・図形処理・

プレゼンテーション・文書電子化などを行うため

授業態度 

課題の取組 

発表 

提出物 
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3情報の収集と活用 

 

 

には，専用のアプリケーションパッケージを使い

分けることが重要であることを理解させる。 

文字の入力方法，ファイルの操作など，すべて

のアプリケーションソフトウェアに共通して必

要な知識を習得させる。 

効率のよい情報収集の方法と，それらを整理・

処理・加工して，他人に発信する方法を理解させ，

実際に行えるようにする。 

授業態度 

課題の取組 

発表 

提出物 

 

 

 

 


